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「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回12月11日号は新聞折り込みです。
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２面
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４面
５面

７・６面

人権週間行事
ＴＯＫＹＯ交通安全キャン
ペーン
ＡＥＤの設置・貸し出し
分譲マンション改修・修繕
工事費助成・相談事業
情報コーナー（施設／保健・
医療・福祉／講座・催し物
／スポーツ／税／その他）

今号の主な内容

茜http://www.city.chuo.lg.jp　 ツイッター https://twitter.com/chuo_city　 フェイスブック https://www.facebook.com/tokyochuo.city

　
区
は
、
本
年
６
月
に
20
年
後
の

中
央
区
を
展
望
し
、
区
民
生
活
や

ま
ち
の
姿
な
ど
の
将
来
像
を
描
く

と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
至
る
道

筋
を
示
し
た
新
た
な
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
構
想
で
は
、
中
央
区
の
20

年
後
の
将
来
像
を「
輝
く
未
来
へ

橋
を
か
け
る

―
―

人
が
集
ま

る
粋
な
ま
ち
」と
描
き
、
江
戸
以

来
の
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
伝
統

文
化
を
育
み
な
が
ら
輝
く
未
来
を

創
造
し
、住
み・
働
き・
集
う
す
べ

て
の
人
々
が
、
幸
せ
を
実
感
し
誇

り
を
持
て
る
都
心「
中
央
区
」を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
区
で
は
、
基
本
構
想
に
掲

げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
10
年
間
を
見
据
え
た
具
体
的

な
施
策
や
取
組
内
容
を
示
す
新
た

な
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
策
定
に
当
た
り
、
計

画
の
内
容
に
関
し
て
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
施
策

検
討
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

意
見
の
募
集
・
計
画
案
の
閲
覧
期

間
　
12
月
16
日（
土
）～
平
成
30
年
１

月
９
日（
火
）

閲
覧
場
所

　
区
役
所
１
階
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

２
階
政
策
企
画
課
、
日
本
橋
・
月

島
特
別
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す

（
閉
庁
日
を
除
く
）。
ま
た
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
、
氏
名（
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
代
表
者
名
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
区
役
所

２
階
政
策
企
画
課
に
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
区
民
意
見
提
出
手
続

き
）か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
意
見
の
送
付
先
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０
４
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区
築
地
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政
策
企
画
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政
策
企
画
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12
月
４
日
～
10
日
の
人
権
週
間

に
当
た
り
、
夜
間「
電
話
法
律
相

談
」を
実
施
し
ま
す
。

　
人
権
侵
害
や
日
常
生
活
の
法
律

問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
電
話

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
個
人

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
７
日（
木
）

　
　
　
午
後
５
時
～
８
時

相
談
時
間　
１
人
当
た
り
10
分
程

　
　
　
度

費　
用　
無
料

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
番
号

�

☎（
６
７
２
２
）０
１
２
７

逢��（
公
財
）東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー（
相
談
担
当
）

�

☎（
６
７
２
２
）０
１
２
４

�

☎（
６
７
２
２
）０
１
２
５

「
基
本
計
画
２
０
１
８
」の

�

策
定
に
係
る
意
見
募
集

みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～

12月４日月～10日日は人権週間

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
世
界
最
大
・
最
高
の「
ス
ポ

ー
ツ
と
平
和
の
祭
典
」東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
ま
で
10
月
28
日
で
千
日
と
な

り
、
東
京
都
や
大
会
組
織
委
員

会
、
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
な

ど
が
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
日
本
橋
の
中
央
通

り
で
は
午
後
２
時
45
分
か
ら
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

始
さ
れ
小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

１
万
５
千
人
が
集
ま
り
、
４
基

の
山だ

車し

の
練
り
歩
き
の
あ
と
小

池
都
知
事
、
鈴
木
五
輪
相
が
力

強
く
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に
先
立

ち
道
路
沿
い
の
ホ
ー
ル
で
は

「
日
本
橋
シ
テ
ィ
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
か
れ
、
本

区
の「
プ
リ
エ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ー
ラ
ス
」も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
千
日
前
と
な
る
11
月
29
日
に

は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

で「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選

手
村
が
建
設
さ
れ
る
の
を
は
じ

め
銀
座
、日
本
橋
、築
地
な
ど
繁

華
街
が
集
積
し
て
い
る
本
区
で

は
こ
れ
か
ら
３
年
後
に
向
か
っ

て
多
種
多
彩
な
行
事
が
に
ぎ
や

か
に
開
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
庁
舎
正
面
玄
関
な
ど
に
は

「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
」

も
設
置
さ
れ
、
日
一
日
と
ム
ー

ド
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　1948年（昭和23年）12月10日の第３回国際連合総会で、
「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、
尊厳と権利について平等である」とうたった「世界人権宣
言」が採択されました。この日を記念して、国連は毎年12
月10日を「人権デー（Ｈｕｍａｎ Ｒｉｇｈｔｓ Ｄａｙ）」と定めました。
　私たちは、誰もが「明るく幸せに暮らしたい」「人間らし
く生きたい」と願っています。この願いを実現するためにな
くてはならない権利が「基本的人権」です。
　わが国では、毎年12月４日から10日までの１週間を「人権
週間」と定めています。人権が尊重される社会を実現するた
めに、家庭、学校、職場、地域社会などさまざまな場面で、
人権とは何かということを一人一人が考え、その意義や重
要性に関する知識を身に付けるとともに、人権への配慮が
行動に現れるような意識を育むことが大切です。
　今年の啓発活動強調事項は2面の17項目です。この機会
にあらためて、家庭や職場、あるいは地域の中で人権問題
について考えてみましょう。
逢政策企画課政策企画主査� ☎（3546）5651

12月10日は人権デーです

　不当な差別やいじめなど人権の侵害を受
けた人たちのために、法務大臣から委嘱さ
れた人権擁護委員が相談に応じます。
　また今年の街頭啓発活動は12月8日（金）
午前11時から数奇屋橋公園で行います。
相談日　毎月第３木曜日　午後１時～４時
相談場所　区役所１階区民相談室
費　用　無料
逢��まごころステーション（区民相談）
� ☎（３５４６）９５９０

人権擁護委員にご相談を

▲昨年の街頭啓発活動の様子

http://www.jinken.go.jp/
◎�パソコンや携帯電話からいつでもアクセ

スでき、相談を行うことができます。

インターネット人権相談受付窓口みんなの人権110番� ☎（0570）003110
子どもの人権110番� ☎0120（007）110
女性の人権ホットライン　�☎（0570）070810
◎受付は平日午前8時30分～午後5時15分

法務局では、人権侵害による被害を受けた方を救済する 
ための活動を行っています。お気軽にご相談ください。
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問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

日　
時

　
12
月
８
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時
10
分

（
予
定
）

会　
場

　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル（
小

平
市
美
園
町
１
―
８
―
５
）

ア
ク
セ
ス

　
西
武
新
宿
線「
小
平
駅
」南
口
か

ら
徒
歩
３
分

内　
容

講　
演

・
演
題

　
「
子
供
た
ち
の
心
と
夢
を
育
て
る�

　
～
試
練
は
人
を
磨
く
～
」

・
講
師

　
元
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
お
よ
び

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
パ
イ
レ
ー
ツ

投
手�

桑
田
真
澄

映　
画

　
「
き
み
は
い
い
子
」

定　
員

　
７
５
０
人（
先
着
順
）

費　
用

　
無
料

◎
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
手
話
通
訳
、
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆

記
が
あ
り
ま
す
。

◎
映
画
は
日
本
語
字
幕
付
き
で
上

映
し
ま
す
。

逢
都
総
務
局
人
権
部
人
権
施
策
推

進
課

�

☎（
５
３
８
８
）２
５
８
８

�
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５
３
８
８
）１
２
６
６

●障害を理由とする偏見や差別をなくそう
　平成28年４月、「障害者差別解消法」（障害を理由とする差別の解消の推
進に関する法律）が施行されました。この法律の目的は、障害を理由とす
る差別の解消を推進することにより、障害のある人もない人も、その人ら
しさを認め合いながら、共に生きる社会を実現することにあります。
　社会における障害者に対する差別は、この法律の施行によって直ちに解
消されるものではありません。
　私たち一人一人が、障害に対する理解を深めるとともに、地域社会から
障害のある方に対する偏見や差別をなくす努力を続けることが大切です。

●子どもの人権を守ろう
　児童虐待は、子どもの人権を著しく侵害し、心身の成長や人格形成に重
大な影響を与えます。児童虐待が増えてきた背景には、家庭の養育力や地
域のコミュニティ機能の低下などさまざまな要因があります。こうした悲
劇を防ぐためには、自分たちが暮らす地域に関心を持つことが大切です。
　また、いじめは、重大な人権侵害であることから、各学校では、思いや
りの心を育む指導の充実とともに、良好な人間関係の構築といじめの早期
発見・早期対応をするための取り組みを行っています。
　区と家庭や地域の皆さんで温かく見守りながら希望に満ちた子どもたち
を育てていきましょう。

●女性の人権を守ろう
　男女が互いに人権を尊重しつつ能力を十分に発揮できる社会の実現を目
指すため、平成11年に「男女共同参画社会基本法」が制定され、さまざま
な取り組みがなされてきました。しかし、現在も家庭や職場における男女
差別や配偶者などからの暴力、セクシュアル・ハラスメントなどの人権問
題が発生しています。
　男女共同参画社会の実現は、行政だけでなく、区民の皆さん、民間団体、
企業のご理解と主体的な取り組みがあってこそ達成されるものです。女性
と男性が相互の立場を尊重して協力し合えるよう、この問題についての関
心と理解を深めていくことが必要です。

●ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
　自立の意思がありながらホームレスとなることを余儀なくされている人
たちが少なからず存在します。ホームレスに対する暴行事件や嫌がらせは、
偏見や差別に基づくものとして社会問題化しています。このことは、社会
からの疎外感を増幅させ、自立への意欲を失わせる要因ともなっており解
決が求められています。
　特別区と都は、近隣住民の方々の理解を得ながら、ホームレスの自立を
促す支援事業を行っています。私たち一人一人が、ホームレスの問題を社
会全体の問題として考え、行動することが大切です。

●インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
　インターネットによりコミュニケーションの輪が広がり便利になる一方で、
インターネットを悪用した行為が増えており、他人への中傷や侮蔑、無責
任なうわさ、特定の個人のプライバシーに関する情報の無断掲示、差別的
な書き込みなど、人権やプライバシーの侵害につながる情報が流れています。
こうした人権侵害を防止するため、インターネットを利用する際のルール
やマナーを理解し、人権に関する正しい知識を深めることが大切です。

●性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう ●アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう

●性自認を理由とする偏見や差別をなくそう ●人身取引をなくそう

●同和問題に関する偏見や差別をなくそう
　同和問題に関する偏見や差別意識から、結婚における差別、差別発言、
差別落書きなどの人権問題が依然として存在しています。また、平成28
年12月には「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されました。同
和問題を一人一人が正しく理解するとともに関心を深め、差別のない住み
よい社会を築いていきましょう。

●刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
　住居の確保が難しかったり、就職する際に差別を受けたりするなど、刑
を終えて出所した人に対する偏見が依然として後を絶ちません。刑を終え
て出所した人が地域社会の一員として円滑な生活を営むためには、本人の
強い更生意欲と併せて、家族・職場・地域の理解と協力が必要です。一人
一人が正しい知識を持ち、偏見や差別をなくしましょう。

●犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
　犯罪の被害に遭われた方やその家族の中には、直接的な被害だけでなく、
精神的な苦痛や身体の不調、経済的な困窮、刑事手続きの過程における精
神的・時間的負担などに苦しんでいる方が大勢います。また、無責任なうわ
さや行き過ぎた取材活動・報道などによるプライバシーの侵害も問題です。
　被害者本人やその家族の心情を理解し、人権への配慮と保護に努めるこ
とが大切です。

●高齢者の人権を守ろう
　わが国の現状は、平均寿命の大幅な伸びや少子化などを背景として、人
口のほぼ４人に１人が高齢者となっています。
　こうした状況の中、高齢者に対する就職差別、介護者による身体的・心
理的虐待など、高齢者に対する人権侵害が大きな社会問題になっています。
　高齢者が住み慣れた地域でいつまでも生き生きと安心して暮らし続けら
れるよう、敬老精神を養い、高齢者を大切にする心を育てましょう。

●東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう
　東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故に起因して、根拠のな
い風評や偏見により被災者がいわれのない差別を受けるなど、人権問題が
発生しています。
　一人一人が震災の記憶を風化させることなく、正しい知識と思いやりの
心を持って問題を解決するとともに、新たな人権問題の発生を防止してい
くことが必要です。

●外国人の人権を尊重しよう
　近年、わが国に居住する外国人が増えている中、外国人であることを理
由に、就労差別やマンションなどへの入居拒否、飲食店への入店拒否など
さまざまな人権問題が発生しています。
　東京２０２０オリンピック･パラリンピック競技大会の開催に向け、今
後は外国人と接する機会の増加が予想されます。文化などの多様性を認め、
言語・宗教・生活習慣などの違いを尊重する社会を実現しましょう。

●北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
　「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法
律」により、拉致問題の解決をはじめとする北朝鮮当局による人権侵害へ
の対処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題となっています。
　12月10日から16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。拉致問題は
決して許されないという強い意識を持ち、一日も早い解決を願い、北朝鮮
当局による人権侵害問題について、関心と認識を深めることが大切です。

「講演と映画の
集いin小平」

人権週間行事

1面の続き

●ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
　わが国においては、ＨＩＶやハンセン病などの感染症に対する正しい知
識と理解が十分に普及しているとはいえない状況から、さまざまな場面で
差別やプライバシーの侵害などの人権問題が発生しています。
　感染によって人の尊厳は決して変わるものではありません。一人一人が
正しい知識を持ち、偏見や差別をなくしましょう。

平成29年度啓発活動強調事項
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区民相談全般・窓口のご案内については、「まごころステーション」☎（3546）0561へお気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

日　
時

　
12
月
７
日（
木
）～
９
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会　
場

　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト（
江
東
区

有
明
３︲11︲１
）

ブ
ー
ス

　
東
３
ホ
ー
ル
３︲０
３
９

内　
容

　
日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会

「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
７
」オ
ー
ル
東

京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
の
ブ
ー

ス
の
一
部
に
中
央
区
も
参
加
し
ま

す
。

　
「
未
来
に
つ
な
が
る
、
世
界
に

広
が
る　
未
来
の
た
ね
」の
テ
ー

マ
の
下
、
環
境
活
動
の
パ
ネ
ル
展

示
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「『
中
央
区

の
森
』間
伐
材
で
ミ
ニ
カ
ー
を
つ

く
ろ
う
！
」を
行
い
ま
す
。

◎
中
央
区
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

12
月
９
日（
土
）午
前
11
時
50
分

～
12
時
35
分
に
行
い
ま
す
。

費　
用

　
無
料

逢
環
境
推
進
課
環
境
活
動
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
６
５
４

　
区
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
日
本

橋
・
月
島
特
別
出
張
所
に
設
置
し

て
い
た
自
動
交
付
機
の
運
用
は
、

平
成
29
年
10
月
31
日
で
終
了
し
ま

し
た
。

　
「
区
民
カ
ー
ド
」、「
印
鑑
登
録

証
・
区
民
カ
ー
ド
」を
利
用
し
た

自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ご
利
用
を

　
区
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写

し
お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
、
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

方
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
印
鑑
登
録
証
・
区
民
カ
ー
ド
」を

お
持
ち
の
方
へ

　
自
動
交
付
機
の
運
用
終
了
後
も

印
鑑
登
録
し
て
い
る
証
明
と
し
て

継
続
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
窓

口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
請
求
す

る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

◎「
区
民
カ
ー
ド
」は
自
動
交
付
機

専
用
カ
ー
ド
の
た
め
、
自
動
交

付
機
の
運
用
終
了
後
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
に
は
さ
み

を
入
れ
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

電
話
予
約
で
夜
間
も
住
民
票
の
写

し
な
ど
が
受
け
取
れ
ま
す

　
区
役
所
の
開
庁
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
方
は
、
住
民
票
の
写
し

お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

を
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予
約
し
、

平
日
の
夜
間
や
土
曜
日
、
祝
日
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
区
民
生
活
課
総
合
窓

口
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
を
お
持
ち
の
方
は
早
め
に
カ
ー

ド
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
交
付

通
知
書
受
領
後
１
カ
月
以
内
の
受

け
取
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
交
付
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は
届

い
て
い
ま
す
か

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
カ
ー
ド
は
、
世
帯
ご
と
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

お
届
け
で
き
ず
に
区
に
返
戻
さ
れ

た
場
合
は
、
受
け
取
り
方
法
を
記

載
し
た
ご
案
内
を
普
通
郵
便
で
お

送
り
し
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ

り
区
役
所
ま
た
は
日
本
橋
・
月
島

特
別
出
張
所
で
引
き
渡
し
ま
す
。

　
ま
だ
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
は
、
ご
案
内
な
ど
を

ご
確
認
の
上
、
指
定
さ
れ
た
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
区
と
区
内
警
察
署
な
ど
が
連
携

し
て
、
次
の
重
点
項
目
を
掲
げ
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止

保
護
者

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
午
後

２
時
か
ら
６
時
ま
で
の
時
間
帯
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
信
号
を

守
り
、
車
が
止
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、

周
り
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
通

行
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
や

路
上
で
遊
ぶ
こ
と
の
危
険
性
を
教

え
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者

　
平
成
28
年
の
都
内
で
の
高
齢
者

交
通
事
故
死
者
数
は
交
通
事
故
死

者
数
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、
そ

の
う
ち
約
５
割
は
歩
行
者
で
す
。

歩
き
慣
れ
た
道
で
も
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

　
体
調
の
優
れ
な
い
と
き
は
運
転

を
控
え
る
な
ど
、
常
に
安
全
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を

備
え
た
先
進
安
全
自
動
車
の
利
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方
、

家
族
か
ら
運
転
が
心
配
と
言
わ
れ

た
方
は
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
特
典
が
得
ら
れ
ま
す
。

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

　
自
転
車
事
故
の
半
数
近
く
は
、

自
転
車
側
に
も
交
通
違
反
が
あ
り

ま
し
た
。

　
自
転
車
は「
車
両
」で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
夕
暮
れ
で
も
必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
。

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
周
り

の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
て

運
転
す
る
。

・
携
帯
電
話
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど

の
使
用
、傘
差
し
運
転
は
し
な
い
。

・
点
検
整
備
が
行
わ
れ
た
安
全
な

自
転
車
を
利
用
す
る
。

・
自
転
車
事
故
に
備
え
た
保
険
に

加
入
す
る
。

◎
中
央
通
り（
銀
座
一
～
八
丁
目
）

の
歩
道
は
自
転
車
に
乗
っ
て
通

行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

車
道
の
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ

う
。

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　
二
輪
車
の
交
通
事
故
死
者
数
は

交
通
事
故
死
者
数
全
体
の
約
25
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
致
命
傷
と
な

る
部
位
は
頭
部
が
約
５
割
、
胸
・

腹
部
が
約
３
割
で
す
。

　
胸
部
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
着
用
し
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
顎
ひ
も
を
し
っ
か

り
締
め
自
分
の
体
を
守
る
と
と
も

に
、
速
度
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
、

交
差
点
で
は
し
っ
か
り
と
安
全
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
重
大
な
交
通
事
故

に
直
結
す
る
悪
質
な
犯
罪
で
あ
り
、

自
転
車
も
飲
酒
運
転
の
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
運
転
者
に
酒
を
勧
め

る
こ
と
や
酒
を
飲
ん
だ
人
に
車
両

を
提
供
す
る
こ
と
、
飲
酒
運
転
の

車
両
に
同
乗
す
る
こ
と
も
、
道
路

交
通
法
で
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

違
法
駐
車
対
策
の
推
進

　
違
法
駐
車
は
、
渋
滞
や
交
通
事

故
を
引
き
起
こ
す
原
因
で
す
。

▲印鑑登録証・区民カード

▲マイナンバーカード

▲区民カード

▲通知カード

「
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
７
」に
出
展

自
動
交
付
機
の
運
用
は

�

平
成
29
年
10
月
末
で
終
了

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月
１
日（
金
）～
７
日（
木
）

　
交
差
点
や
そ
の
付
近
の
違
法
駐

車
は
見
通
し
が
悪
く
な
り
危
険
な

た
め
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
は
特
に
交
通
量
が
増
え
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
外
出
先
の
駐
車

場
を
確
認
し
て
か
ら
出
掛
け
、
短

時
間
の
駐
車
で
も
パ
ー
キ
ン
グ
メ

ー
タ
ー
や
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
と
正
し
い
マ
ナ
ー
の
実
践

を
励
行
し
、
交
通
事
故
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

逢
環
境
政
策
課
交
通
対
策
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
４
４
３

　
中
央
警
察
署

�

☎（
５
６
５
１
）０
１
１
０

　
久
松
警
察
署

�

☎（
３
６
６
１
）０
１
１
０

　
築
地
警
察
署

�
☎（
３
５
４
３
）０
１
１
０

　
月
島
警
察
署

�
☎（
３
５
３
４
）０
１
１
０

　
政
治
家
や
候
補
者
の
寄
附
や
あ

い
さ
つ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

行
為
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
政
治
家
や
候
補
者
が
、
選
挙
区

内
の
人
に
お
金
や
品
物
を
寄
附

す
る
こ
と

・
有
権
者
が
政
治
家
や
候
補
者
に

対
し
寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

や
要
求
を
す
る
こ
と

・
後
援
団
体
が
、
花
輪
・
香
典
・

祝
儀
な
ど
を
出
す
こ
と

・
政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
に
、
あ
い
さ
つ

を
目
的
と
し
て
有
料
の
広
告
を

出
す
こ
と

・
政
治
家
や
候
補
者
が
選
挙
区
内

の
人
に
、
年
賀
状
な
ど
の
時
候

の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と

（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
の
も
の

を
除
く
）

　
区
民
の
皆
さ
ん
も「
贈
ら
な
い・

求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
」を

心
掛
け
て
、
お
金
の
か
か
ら
な
い

明
る
く
き
れ
い
な
政
治
と
、
皆
さ

ん
の
意
思
が
政
治
に
正
し
く
反
映

で
き
る
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

逢
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

�

☎（
３
５
４
６
）５
５
４
２

贈
ら
な
い 
求
め
な
い 

受
け
取
ら
な
い

　
　
　

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
！

�
﹁
三
な
い
運
動
﹂

逢
区
民
生
活
課
総
合
窓
口
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
３
２
０

　
日
本
橋
特
別
出
張
所
区
民
係

�

☎（
３
６
６
６
）４
２
５
３

　
月
島
特
別
出
張
所
区
民
係

�

☎（
３
５
３
１
）１
１
５
３
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消
防
少
年
団
は
、
消
防
の
仕
事

や
火
災
予
防
に
関
心
の
あ
る
団
員

と
、
団
員
の
育
成
に
熱
意
を
持
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
に
よ

っ
て
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
区
内
に
は
、
京
橋
、
日
本
橋
、

臨
港
の
３
つ
の
消
防
少
年
団
が
あ

り
、
み
ん
な
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
明
る
く
元
気
な
少
年
少
女
の
皆

さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

活
動
内
容

　
消
火
器
の
使
い
方
や
応
急
手
当

て
の
方
法
を
学
ん
だ
り
、
火
災
予

防
広
報
と
し
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
に
行
う
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、

防
火
・
防
災
行
動
の
基
本
や
知
識
、

技
術
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

規
律
あ
る
団
体
生
活
を
送
る
こ
と

で
責
任
感
の
あ
る
人
間
に
成
長
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、
資
器
材
を

整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
訓

　
突
然
の
心
停
止
状
態
に
陥
っ
た

人
の
救
命
活
動
に
備
え
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
一
般
の
人
で
も
簡

単
に
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）を
区
施
設
な

ど
に
設
置
し
て
い
ま
す（
別
表
の

と
お
り
）。

　
ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　
音
声
案
内
に
従
い
、
心
停
止
状

態
の
人
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

蘇
生
さ
せ
る
救
命
機
器
で
す
。

使
用
方
法

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
源
を
入
れ
、
心
停

止
状
態
の
人
に
電
極
パ
ッ
ド
を
貼

が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
通

電
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
通
電
し
な

い
こ
と
や
、
使
用
中
に
注
意
事
項

を
警
告
す
る
な
ど
、
安
全
性
に
も

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し

　
区
で
は
、
町
会
や
事
業
所
な
ど

が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
際
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
講
習
会
な
ど
に
向
け
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
心
肺

蘇
生
練
習
用
人
形
も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
貸
し
出
し
の
要
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
基
本
的
心
肺
蘇
生
法（
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼
吸
な
ど
）

の
講
習
な
ど
を
受
講
し
、
証
明

書
な
ど
の
提
示
が
で
き
る
者
が

い
る
、
区
内
で
活
動
す
る
団
体

の
代
表
者

逢
福
祉
保
健
部
管
理
課
庶
務
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
３
９
３

　
都
と
都
内
区
市
町
村
は
オ
ー
ル

東
京
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
原
則

と
し
て
全
て
の
事
業
主
に
、
特
別

徴
収
義
務
者
の
指
定
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
事
業
主
は
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は

　
事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
従
業

員（
納
税
義
務
者
）に
代
わ
り
、
毎

月
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し

引
き
、
納
入
す
る
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る
事
業
主

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
は
、
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴

収
で
納
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
従
業
員

　
前
年
中
に
給
与
の
支
払
い
を
受

け
、
か
つ
当
年
の
４
月
１
日
に
お

い
て
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
ア
ル
バ

イ
ト
、
パ
ー
ト
、
役
員
な
ど
全
て

の
従
業
員
が
特
別
徴
収
の
対
象
で

す
。

普
通
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　
次
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
例

外
的
に
普
通
徴
収
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
、
給
与
支
払
報
告

書
提
出
時
に「
普
通
徴
収
切
替
理

由
書
」も
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
総
従
業
員
数
が
２
人
以
下

・
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収

・
給
与
が
少
な
く
税
額
が
引
け
な

い
。

・
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期

・
事
業
専
従
者（
個
人
事
業
主
の

み
対
象
）

・
休
職
者
、
退
職
者
ま
た
は
退
職

予
定
者（
５
月
末
日
ま
で
）

逢
税
務
課
課
税
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
５

消
防
少
年
団
員
募
集

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
・
貸
し
出
し

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

●区役所など
中央区役所
日本橋区民センター
月島区民センター

●保健所など
中央区保健所
日本橋保健センター
月島保健センター

●福祉・介護施設
浜町高齢者トレーニングルーム
福祉センター
リハポート明石
マイホーム新川
マイホームはるみ
社会福祉協議会
さわやかワーク中央
特別養護老人ホーム「新とみ」
相生の里
特別養護老人ホーム「晴海苑」
子ども家庭支援センター「きらら中
央」
グループホーム人形町
ケアサポートセンターつきしま
ケアサポートセンター十思
レインボーハウス明石

●ホール
銀座ブロッサム（中央会館）

●集会施設
京橋区民館
京橋プラザ区民館
銀座区民館
新富区民館
明石町区民館
八丁堀区民館
新川区民館
人形町区民館
久松町区民館
浜町区民館
新場橋区民館
佃区民館
月島区民館
勝どき区民館
豊海区民館
晴海区民館
産業会館
問屋街産業支援施設「ＹＹパーク」
浜町集会施設「浜町メモリアル」
セレモニーホール

●コミュニティルーム

築地あかつきコミュニティルーム
湊コミュニティルーム
新川コミュニティルーム
箱崎町コミュニティルーム
中洲コミュニティルーム
浜町コミュニティルーム
月島清澄通りコミュニティルーム

●図書館
京橋図書館
日本橋図書館

●清掃・リサイクル施設
中央清掃事務所
リサイクルハウスかざぐるま箱崎町

●休日応急診療所
中央区休日応急診療所
京橋休日応急診療所
日本橋休日応急診療所

●文化施設
築地社会教育会館
日本橋社会教育会館
アートはるみ
女性センター�「ブーケ21」
シニアセンター
京華スクエア
十思スクエア
十思スクエア別館
郷土天文館「タイムドーム明石」

●児童館
築地児童館
新川児童館
勝どき児童館
晴海児童館

●敬老館
桜川敬老館（いきいき桜川）
浜町敬老館（いきいき浜町）
勝どき敬老館（いきいき勝どき）

●スポーツ施設
総合スポーツセンター
月島運動場
月島スポーツプラザ
温浴プラザ「ほっとプラザはるみ」
中央小学校温水プール
日本橋小学校温水プール
月島第三小学校温水プール

●区外施設
伊豆高原荘
区民健康村「ヴィラ本栖」
宇佐美学園
柏学園

●区立小学校
城東小学校
泰明小学校
中央小学校
明石小学校
京橋築地小学校
明正小学校
常盤小学校
日本橋小学校
有馬小学校
久松小学校
阪本小学校
佃島小学校
月島第一小学校
月島第二小学校
月島第三小学校
豊海小学校

●区立中学校
銀座中学校
佃中学校
晴海中学校
日本橋中学校

●区立保育園・幼稚園
桜川保育園
明石町保育園
築地保育園
八丁堀保育園
十思保育園
堀留町保育園
人形町保育園
日本橋保育園
浜町保育園
つくだ保育園
月島保育園
かちどき西保育園
勝どき保育園
晴海保育園
京橋こども園
晴海こども園
月島幼稚園

●私立保育園・認証保育所など
ブライト保育園東京入船
ぽけっとランド明石町保育園
太陽の子新川保育園
ほっぺるランド日本橋堀留町
あい保育園日本橋
モニカ人形町園
グローバルキッズかきがら園
あい保育園水天宮

コビープリスクールはこざき
テンダーラビング保育園東日本橋
日生東日本橋保育園ひびき
キッズハウス浜町公園
キッズハウス浜町公園分園
保育所まぁむ月島駅前園
保育所まぁむ月島駅前園分園
みちてる保育園
太陽の子月島保育園
アンジェリカ月島保育園
つきのみさきさくらさくほいくえん
月島聖ルカ保育園
まなびの森保育園勝どき
ほっぺるランド勝どき
アスク勝どき保育園
さわやか保育園・勝どき６丁目
さわやか保育園・勝どき６丁目分園
ポピンズナーサリースクール晴海
ポピンズナーサリースクール晴海分
園
アスク晴海３丁目保育園
小学館アカデミー勝どきこども園
ポピンズナーサリースクール京橋
グローバルキッズ新川園
ナーサリールームベリーベアー日本
橋
アスク人形町駅前保育園
さわやか保育園・日本橋浜町
グローバルキッズ水天宮前園
ほっぺるランド佃
マミーズエンジェル月島保育園
ちゃいれっく月島駅前保育園
つきしまさくらさくほいくえん
ポピンズナーサリースクール月島
ピノキオ幼児舎月島園
さわやか保育園・プラザ勝どき
アスク晴海保育園　
小学館アカデミーベイシティ晴海保
育園
にじいろ保育園小伝馬町
あい保育園新川
日生新川保育園ひびき
にんぎょうちょうさくらさくほいく
えん
かふう保育園日本橋
ベネッセ勝どき保育園
キャリー保育園八丁堀
キッズラボ水天宮前園
Kuukids
はるみさくらさくほいくえん

◎中央区コミュニティバス（江戸バス）にも設置しています。

別表

付
す
る
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
自
動
的
に

心
電
図
を
解
析
し
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
必
要
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
は
、
使
用
者
が
通
電
ボ

タ
ン
を
押
し
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
ま
す
。

　
な
お
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要

練
用
資
器
材
を
整
備
し
、
将
来
の

地
域
防
災
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

入
団
資
格

　
区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
１

年
生
以
上
の
児
童
・
生
徒

◎
詳
し
く
は
各
消
防
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

逢
京
橋
消
防
少
年
団
事
務
局（
京

橋
消
防
署
内
）

�

☎（
３
５
６
４
）０
１
１
９

　
日
本
橋
消
防
少
年
団
事
務
局

（
日
本
橋
消
防
署
内
）

�

☎（
３
６
６
６
）０
１
１
９

　
臨
港
消
防
少
年
団
事
務
局（
臨

港
消
防
署
内
）

�

☎（
３
５
３
４
）０
１
１
９

▲�個人住民税
　ＰＲキャラクター
　「ぜいきりん」

▲�AED設置施設であること
を表示するステッカー



(5)

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成29年（2017年）12月1日（金曜日） No.１３４１区のおしらせ 1 2 月 1 日号

　
マ
ン
シ
ョ
ン
を
良
好
な
状
態
に

維
持
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
定
期
的
な
修
繕
工

事
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
よ
り
良
い
居
住
環
境
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
管
理
組
合
が

大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
建
物
に
つ
い
て
適
正
な
管
理

を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
居
住

者
間
の
交
流
の
促
進
や
ト
ラ
ブ
ル

の
解
消
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ

の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
改
修
・
修
繕
工
事
費
助
成
・
相
談
事
業

マ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
を
よ
り
快
適
に

◎
切
り
取
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

緊 急 の 診 療 案 内緊 急 の 診 療 案 内
■ 内科・小児科診療

東京都医療機関案内サービスひまわり ☎
☎
（5272）0303

対 象 中学生まで（15歳以下）
の急病患者

場 所 聖路加国際病院
小児総合医療センター
明石町10－1
☎（5550）7040

受付時間 午後6時45分～9時45分
（診療開始は午後7時～）

東
（携帯電話・PHS・プッシュ回線からは#7119）
京消防庁救急相談センター （3212）2323

診療時間 土曜日

○ ○
○
○

○

○
－ －

○

午後5時～10時 午前9時～午後5時 午後5時～10時

中央区休日応急診療所 ☎（3533）3136
京橋休日応急診療所　 ☎（3561）5171
日本橋休日応急診療所 ☎（5640）2570

施設名 担　当

中央区医師会
☎（3531）1048

日本橋医師会 ☎（3666）0682

京橋歯科医師会 ☎（3538）2700

京橋薬剤師会 ☎（3567）5386

☎（3661）1565

■ 歯科診療
診療時間

○
○－ －

－ －
午後5時～10時 午前9時～午後5時 午後5時～10時

中央区休日応急歯科診療所 ☎（3541）5420
日本橋休日応急歯科診療所 ☎（5640）5256

施設名 担　当

■ 調剤薬局
診療時間

○ ○ ○
午後5時～10時 午後5時～10時

中央区休日応急薬局 ☎（3533）5170
日本橋薬剤師会 ☎（3666）6554○ ○ ○日本橋休日応急薬局 ☎（5640）9856

施設名 担　当

佃
公
園

佃
大
橋

清澄通り

月
島
駅

佃2-17-8
有楽町線・
大江戸線月島駅
4番出口徒歩1分

京
橋
休
日
応
急
診
療
所

↑
宝
町
駅

昭
和
通
り

京橋公園
銀座1-25-3
（京橋プラザ内）

有楽町線新富町駅
2番出口徒歩4分

浅草線宝町駅
A1出口徒歩5分

新富町駅新富町駅

日
本
橋
休
日
応
急
薬
局

日
本
橋
休
日
応
急
歯
科
診
療
所

日
本
橋
休
日
応
急
診
療
所 日本橋久松町1-2

日比谷線・浅草線人形町駅
A4出口徒歩7分

金座通り

久松小学校
久松幼稚園

久松警察署
ＮＴＴ
茅場兜

←人形町駅

診 療 日 月～金曜日
（祝日、年末年始は除く）

↑
新
富
町
駅

聖
路
加
国
際
病
院

築
地
川
公
園 ←入口

←築地駅

中央区保健所

明石小学校 小児総合医療センター

有楽町線新富町駅
6番出口徒歩10分

日比谷線築地駅
3番出口徒歩7分

有楽町線新富町駅
6番出口徒歩10分

日比谷線築地駅
3番出口徒歩7分

午前9時～午後5時

土曜日・休日の診療 平日準夜間の小児科診療

毎日の診療案内（24時間）

◎緊急の場合以外は、通常の診療時間内に各医療機関で診療を受けてください。定期的に受診することはできません。
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日比谷線築地駅3番出口徒歩7分
有楽町線新富町駅6番出口徒歩10分

明石町
12-1

（中央区保健所内）

←築地駅

◎年末年始は、12月29日から1月3日までです。

お江戸日本橋歯科医師会

●保険証と乳医療証（小学校就学前の方）、
　 子 医療証（小・中学校就学中の方）を必ずお持ちください。

日曜日、祝日、年末年始

日曜日、祝日、年末年始

日曜日、祝日、年末年始土曜日

土曜日

✂〈キリトリ〉

✂〈キリトリ〉 平成29年12月1日現在

別表１　マンションの改修・修繕工事をする場合
事業名 内　容 要　件 助成対象 助成額・助成限度額 注意事項

分譲マンション
計画修繕調査費
助成

大規模な修繕工事を計
画的に取り組む目的
で、建物などの調査診
断を実施した場合に、
調査費用の一部を助成
します。

築8年以上経過し、現に住宅として
使用している分譲マンションであ
ること

・建物の防水、壁面、鉄部に
関する調査

・給排水管の調査

調査費の3分の1または助成
限度額のいずれか少ない額
・助成限度額
　建物調査
　　60戸以下　　　25万円
　　61～120戸　　36万円
　　121戸以上　　47万円
　給排水管調査　　16万円

・対象となる調査項目が
同一の項目である場合
は10年を経過するまで
は助成を受けることは
できません。
・調査実施の1カ月前ま
でに申請してください。

分譲マンション
共用部分改修費用
助成

分譲マンション共用部
分の改修工事を行う場
合に設計費用と工事費
用の一部を助成します。

築20年以上経過し、現に住宅とし
て使用している分譲マンションで
あること

・壁面の改修
・鉄部の塗装・取り替え
・屋上などの防水
・給排水管の更生・取り替え
・受水槽、高架水槽の耐震型
への取り替えおよび感震器
連動型止水弁の設置
・エレベーターへの地震時管
制運転装置の設置
・昇降機耐震設計・施工指針
（2009年版）に基づくエレベ
ーターの耐震改修工事
・防災備蓄倉庫の設置
・防火水槽の設置

［設計費］
・助成対象工事にかかる設
計費×2/3
・助成限度額　10年間で100
万円

［工事費］
・助成対象工事にかかる工
事費×10%×2/3
・助成限度額　10年間で1,000
万円

・助成限度額の範囲内で
10年間に2回まで申請
することができます。
ただし同一年度の申請
は1回に限ります。
・現状確認と工事内容の
審査を行いますので、
着工の2カ月前までに
申請してください。

分譲マンション
共用部分
リフォームローン
保証料助成

住宅金融支援機構の融
資を受けて行う共用部
分の改修工事に対し、
保証料を限度額の範囲
で助成します。

・現に住宅として使用している分
譲マンションであること
・住宅金融支援機構の「マンション
共用部分リフォームローン」融資
の承認を受けている管理組合で
あること
・マンション管理センターに債務
保証を委託するものであること

住宅金融支援機構の「マンシ
ョン共用部分リフォームロー
ン」に対するマンション管理
センターの債務保証に要する
保証料

次のうちいずれか少ない額
・マンション管理センター
の債務保証に必要とする
保証料の額
・当該建物の住宅戸数に
10,500円を乗じた額
・助成限度額　70万円

・資金借入申込書を住宅
金融支援機構に提出し
た日から3カ月以内に
申請してください。

別表２　マンションの管理・運営に困ったら
事業名 内　容 対　象 申し込み方法 費　用 その他

マンション
管理士派遣

分譲マンションの維持管理、大
規模修繕、建て替えなどについ
て助言、提案などを行うマンシ
ョン管理士を派遣します。

分譲マンション
管理組合

申込書により、中央区都市整備公社に申し込む。
・派遣日　利用者の希望日
・派遣時間　1回2時間程度
・派遣回数　�1管理組合につき同一年度内5回

まで
◎派遣希望日から2週間程度前に申し込んでく
ださい。

無料

［相談内容］
・管理組合の運営に関すること
・居住者の日常生活に関すること
・財務に関すること
・建築、設備に関すること
・契約に関すること　他

分譲マンション
アドバイザー制
度利用助成

東京都防災・建築まちづくりセ
ンターが実施している「マンショ
ン建替え・改修アドバイザー制
度」および「マンション管理アド
バイザー制度」を利用する際に要
する費用を助成します。

中央区都市整備公社にお問い合わせください。
受講料全
額助成
（※）

［コース内容］
・マンション建替え・改修アドバイザ
ー制度
　Ａコース　入門編
　Ｂコース　検討書の作成
◎１管理組合につき各1回
・マンション管理アドバイザー制度
　Ａコース　講座編
　Ｂコース　相談編
◎１管理組合につき同一年度内各1回

分譲マンション
管理相談

分譲マンションの計画修繕や維
持管理など、分譲マンション管
理組合が抱えるさまざまな問題
に関する相談を行っています。

分譲マンション
管理組合、区分
所有者

申込書により、中央区都市整備公社に申し込む。
・相談日　原則として毎月第2・4月曜日
　午後1時～4時（予約制）
・相談時間　1回1時間程度
・相談場所　京橋プラザ2階
◎相談希望日の1週間前までに申し込んでくだ
さい。

無料

［相談内容］
・管理組合の運営に関すること
・居住者の日常生活に関すること
・財務に関すること
・建築、設備に関すること
・契約に関すること　他

すまいる
コミュニティの
提供

インターネットを利用した会員
制ウェブサイトです。理事や区
分所有者間の情報交換、お知ら
せや通知、スケジュールの表示、
議事録などの資料の保管機能な
どがあります。

分譲マンション
管理組合 中央区都市整備公社にお問い合わせください。 インターネットを利用できる環境が必

要です。通信料などは利用者負担です。

分譲マンション
管理組合交流会

分譲マンションの管理組合が抱
える共通の問題や悩みについて
区内分譲マンション管理組合代
表者や区分所有者が相互に情報
交換などを行う会です。

分譲マンション
管理組合の代表
者（団体会員）、
区分所有者（個
人会員）

入会届により、中央区都市整備公社に申し込む。
［活動内容］
・分譲マンションの維持、管理に関す
る講演会や、専門家を交えた小グル
ープによる情報交換など

マンション関連
図書類の提供

中央区都市整備公社事務室の一
画に、｢マンション管理情報コー
ナー」として、マンション管理に
関連する実務書や法律の解説書、
入門書、マニュアルなどを取り
そろえてあります。

区内在住者、分
譲マンション管
理組合役員、区
分所有者

［閲覧］
　書籍・雑誌類は自由に閲覧することができ
ます。情報コーナーに備えた利用申込書を提
出の上ご利用ください。
［貸し出し］
　貸し出しを希望する方は、住所・氏名が確
認できるものを添えて貸し出しの申し込みを
してください。書籍は2週間以内、1回につき2
冊までの貸し出しとなります。
［利用時間］
　平日の午前9時～午後5時

［書籍概要］
大規模修繕工事、建て替え関係� 29冊
長期修繕計画関係� 6冊
マンション関連法令関係� 8冊
管理費などの滞納整理対応関係� 2冊
管理運営関係� 43冊
紛争・トラブル対策関係� 10冊
その他報告書、防災関係、中央区、
中央区都市整備公社発行書籍� 22冊

（※）テキスト代は助成対象外です。
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(6)中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30～ 10：40　PM3：00～ 3：10　PM9：30～ 9：40　祝日・休
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対
象

日
時

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
し
込
み
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成29年（2017年）12月1日（金曜日） No.１３４１区のおしらせ 1 2 月 1 日号

（7面からのつづき）情報コーナー

銀座ブロッサム春の特別企画
「音楽の絵本」
唖平成30年３月17日（土）
　午後１時30分開演（午後１時開場）
娃銀座ブロッサム（中央会館）ホール
阿指揮者のオカピをはじめ、トラン

ペットのインドライオン、ホルン
のマレーバクなど全て希少動物た
ちで編成された金管五重奏「ズー
ラシアンブラス」とウサギたちの
弦楽四重奏「弦

つ る

うさぎ」、動物たち
が織りなす不思議なクラシックコ
ンサートです。小さなお子さんだ
けでなく大人も楽しめます。

［演奏予定曲目］
　愛の喜び、となりのトトロ、お江
戸日本橋、うさぎを月に連れて行っ
て、やぎさんゆうびん、Ａ列車で行
こう、結婚行進曲　他
◎演奏予定曲目は変更する場合があ

ります。
愛900人（先着順）
挨区内在住・在勤者　2,000円
　一般　2,300円
◎全席指定です。
◎３歳以上は有料です。３歳未満の

お子さんは大人１人につき１人ま
で膝上での鑑賞が無料、席が必要
な場合は有料です。
姶銀座ブロッサム窓口で12月５日
（火）午前10時からチケットを販売
します。

◎窓口での購入限度は１人１回につ
き10枚までです。

◎区内在住・在勤者用のチケット購
入の際は、区内在住・在勤者であ
ることを確認できるもの（運転免
許証、社員証など）を銀座ブロッ
サム窓口に持参してください。

◎一般券は、チケットぴあ、イープ
ラス、スーパーキッズチケットセ
ンターでも販売します。

◎詳しくは銀座ブロッサムのホーム
ページをご覧ください。
逢銀座ブロッサム（中央会館）
　☎（３５４２）８５８５
茜http://ginza-blossom.jp

スポーツ
第71回区民体育大会
スキー大会
唖平成30年１月28日（日）
娃長野県菅平高原スキー場
亜・個人戦
　18歳以上の区内在住・在勤・在学者
・オープン競技
　小学校１年生から中学校３年生ま

での区内在住・在学者
［競技種目］
　回転競技
［競技種別］
①個人戦
・男子１部（18歳以上45歳未満）
・男子２部（45歳以上55歳未満）
・男子３部（55歳以上）
・女子の部
②オープン競技
・小学校１年生から中学校３年生ま

での児童および生徒（男女混合）
［競技規則］
　全日本スキー連盟競技規則に準ず
る。

挨無料
姶平成30年１月５日（必着）までに所

定の申込用紙に記入の上、直接持
参または郵送で申し込む。

◎本大会は第71回都民体育大会冬季
大会（区市町村対抗）スキー競技会
中央区代表選手選考会を兼ねてい
ます。

◎実施要項および申込用紙は区役所
６階中央区体育協会事務局窓口で
配布します。なお、区または中央
区体育協会ホームページからダウ
ンロードすることもできます。

◎直接申し込む際は、年末年始の閉
庁日にご注意ください。
逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　中央区体育協会事務局
　☎（３５４６）５７２９
茜http://www.chuo-taikyo.jp/

春季区民体育大会
軟式野球大会
唖平成30年３月中旬～７月の土・日

曜日、祝日
　午前８時～
娃月島運動場
亜区内在住・在勤のアマチュアで編

成された10人以上20人以内のチー
ム

［競技方法］トーナメント方式７回戦
（時間制限あり）
愛160チーム（申し込み多数の場合は

抽選）
挨中央区軟式野球連盟登録料および

大会参加費として30,000円（別途、
東京都軟式野球連盟登録費として
600円×チーム人数分が必要）

姶12月20日（必着）までに往復はがき
（１チーム１枚限り）に①春季区民
体育大会軟式野球大会②チーム名
③チーム所在地（在勤チームは勤
務先の名称・住所、在住チームは
代表者の住所とする。また、通知
の返信先も同じものにし、必ず中
央区内とする）④代表者氏名・連
絡先電話番号（できるだけ携帯電
話と自宅・勤務先の電話番号を併
記）⑤土曜日に参加できるかを記
入して申し込む。

［公開抽選］平成30年１月13日（土）
　午後２時30分～
　区役所８階大会議室（結果は後日

郵送）
◎参加が決定したチームは、必ずス

ポーツ安全保険などの傷害・賠償
責任保険に加入してください。
軟式野球大会役員および審判員の
募集

　軟式野球大会に従事していただけ
る役員および審判員を募集していま
す。また、平成30年３月４日（日）に審
判講習会を開催します。有資格者は
もちろん、初心者の方にも、審判の
理論・技術について初歩から指導し
ます。詳しくはお問い合わせください。
逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　中央区体育協会事務局
　☎（３５４６）５７２９
・役員および審判員について
　月島運動場管理事務所
　中央区軟式野球連盟事務局
　（問い合わせは日曜日の午前10時

～午後４時）
　☎（３５３１）１８６９

少年少女トランポリン体験教
室
唖平成30年１月20日（土）・27日（土）

計２回
　午後６時～７時30分
娃総合スポーツセンター主競技場
亜小学校３年生から６年生までの区

内在住・在学者
愛20人（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料（傷害保険は任意加入で保険

料800円は自己負担）
姶12月11日（必着）までに往復はがき

に①～⑤（７面記入例参照）⑥学校
名⑦学年⑧過去の本教室参加の有
無を記入して申し込む。

◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。

◎当選者は区役所６階中央区体育協
会事務局窓口で手続きがあります。
逢〒104－8404
　中央区築地１－１－１
　中央区体育協会事務局
　☎（３５４６）５７２９

税
12月は「オール東京
滞納ＳＴＯＰ強化月間」
　区市町村と都が連携し、特別区民
税・都民税（住民税）の徴収対策を集
中して実施します。
　区市町村と都では安定した税収確
保と納税義務の公平性確保を目指し
て、毎年12月を「オール東京　滞納
ＳＴＯＰ強化月間」と位置付け、区
市町村と都が連携した広報や催告に
よる納税推進、差し押さえ、捜索（強
制捜査）による滞納処分など、多様
な徴収対策に取り組みます。
　税については、納期内納付が原則
であり、納期限を過ぎても納付がな
い方には一定期間経過後に督促状や
催告書をお送りするなど、自主納付
を促進しています。
　なお、災害、病気、失業、法人の
事業廃止など一定の事由があり、納

期内に納付ができないときは、納税
者からの申請により、徴収を猶予す
る制度もありますので、ご相談くだ
さい。
逢税務課整理係
　☎（３５４６）５２７９

その他
コミュニティふれあい銭湯

唖12月８日（金）・ 
22日（金）

◎12月８日はポイ 
ンセチアの湯

娃区内公衆浴場
挨100円（敬老入浴証持参者と小

学生以下は無料）
逢地域振興課区民施設係
　☎（３５４６）５６２３

予防生活援助サービス従事者
研修
唖平成30年２月７日（水）・８日（木）
　午前10時～午後４時
◎２日間、計10時間の研修です。
◎途中、昼食休憩が１時間あります。
娃区役所８階第４会議室
亜・自社での研修制度がない訪問介

護事業者などに予防生活援助サー
ビスの従事を目的に雇用されてい
る方（介護福祉士などの資格を有
する訪問介護員を除く）

・ボランティアなどの団体に所属し、
高齢者への生活援助サービスの担
い手となる意向のある方

・団体などに所属していないが、今
後生活援助サービスの担い手とな
る意向のある方

阿要支援者などを対象とした介護予
防・日常生活支援総合事業の予防
生活援助サービスの従事者研修

愛20人（先着順）
挨無料
姶12月４日（月）から平成30年２月２

日（金）までに電話で申し込む。
逢介護保険課介護給付係
　☎（３５４６）５３７７

平成30年度
学童クラブ利用児童募集
［申込期間］
　12月１日（金）～平成30年１月11日

（木）（祝日、年末年始を除く）
［受付時間など］
　別表のとおり
亜区内在住・在学の小学校の児童で、

保護者が仕事や病気などのため、
放課後家庭で適切な保護育成を受
けられない児童
姶各児童館、子ども家庭支援センタ

ー、区役所６階子育て支援課にあ
る利用申請書に必要事項を記入し
て、直接各児童館へ申し込む。

◎申込時に申請内容について聞き取
りをします。

◎利用申請書は区のホームページか
らダウンロードすることもできま
す。

［利用決定］
　利用者は選考の上、決定し、結果
をお知らせします。
　なお、募集人数を超える申し込み
があった場合は、区内在住の児童を
優先します。
◎子どもの居場所「プレディ」と重複

して登録することはできません。
逢各児童館（別表のとおり）
　子ども家庭支援センター事業係
　☎（３５３４）２１０３

別表
児童館名 募集人数 電話番号 受付時間

公
設
公
営

築地児童館 40人 ☎（3544）0127
午前9時～午後4時30分浜町児童館 40人 ☎（3669）3386

月島児童館 90人 ☎（3533）0885
公
設
民
営（
※
）

新川児童館 80人 ☎（3553）2084

午前9時～午後7時30分
堀留町児童館 45人 ☎（3661）8937

佃児童館 90人 ☎（3531）7811
勝どき児童館 90人 ☎（3531）3250
晴海児童館 90人 ☎（3534）3021

（※）運営事業者
　　新川児童館、佃児童館………（株）ポピンズ
　　堀留町児童館、晴海児童館…ライクアカデミー（株）
　　勝どき児童館…………………（株）グローバルキッズ
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対
象

日
時

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
し
込
み
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ111チャンネル（毎日AM10：00・PM0：00・PM8：00）、
東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ111チャンネル（毎日AM9：30・PM0：00・PM7：30）、J：ＣＯＭ東京のケーブルテレビ111チャンネル（毎日
PM0：15・PM8：15）で放送しています。

記入例（はがき・ファクス）記入例（はがき・ファクス）記入例（はがき・ファクス） １講座名など
 ２氏名・ふりがな
 ３〒・住所
 ４電話番号
 ５年齢
 ６その他必要事項

往復はがきの場合は
返信用の宛名に〒・
住所・氏名を記入

１人１枚
限り

◎逢に〒・住所が記載されていない場合の宛先は
　〒104-8404
　築地1－1－1中央区役所
　○○課○○係（逢の宛名） 
◎「電子申請も可」と記載されているものは
　区のホームページの電子申請から申し込みも可能

施　設
月島スポーツプラザ
温水プールの利用休止
　次の期間、水泳教室が開催される
ため、一般の方は利用できません。
唖別表のとおり
◎武道場・会議室は平常どおり利用

できます。
逢月島スポーツプラザ
　☎（３５３４）５８８３
別表

期　間 曜　日 最終入場時間
一般利用
者休止時
間

営業
再開
時間

平成30年
1月12日～

30日 毎週
火・金
曜日

午後
2時40分

午後
3時10分～

6時
午後
6時

2月2日～
27日

午後
5時20分

午後
5時50分～

9時30分
－

保健・医療・福祉
ひとり親家庭等医療費助成
亜次のいずれかに該当する18歳にな

った最初の３月31日までの児童
（中度以上の障害がある場合は20
歳未満）と、その児童を養育して
いる方

・離婚、死亡、遺棄（１年以上）など
で父または母がいない

・父または母が法令により１年以上
拘禁されている

・父または母がＤＶ防止法による保
護命令を受けている

・父または母に重度の障害がある
・婚姻によらないで生まれ、父また

は母の扶養がない
・父または母が生死不明
◎所得制限があるので、詳しくはお

問い合わせください。
［助成の範囲］
・住民税課税世帯の方
　各種健康保険適用の自己負担分の

一部
・住民税非課税世帯の方
　各種健康保険適用の自己負担分全

額
医療証の更新は１月１日です

　既に現況届を提出済で、資格要件
に該当する方は、12月中旬に新しい
医療証（藤色）をお送りします。
　現況届が未提出の方は、12月８日

（金）までにご提出ください。現況届
の提出がないと、新しい医療証は交
付されませんのでご注意ください。
◎現在、所得超過（平成27年中の所

得）により助成対象外になってい
る方で、平成28年中の所得が制限
額以内になる場合は、平成30年１
月１日から助成対象になりますの
で申請してください。

◎交通事故など第三者の行為による
傷病で医療証を使用したときは、
必ず届け出をしてください。
逢子育て支援課子育て支援係
　☎（３５４６）５３５０

パソコン講座
（Excel 2013初級編）
唖平成30年１月15日（月）～19日（金）
　計５回　午後６時30分～８時30分
娃ハイテクセンターパソコン研修室
亜中小企業に勤務する区内在住・在

勤者でマウス操作および文字入力
操作のできる方
阿Windows７を使用してのExcel 

2013の基本技能習得
・Excelの概要
・表の作成と編集
・計算式と関数の設定
・表のレイアウト設定
・グラフの作成と編集　など
愛20人（申し込み多数の場合は抽選）
挨6,000円
姶12月15日（必着）までに往復はがき

に①～⑤（７面記入例参照）⑥勤務
先の名称・所在地・電話番号を記
入して申し込む。
逢〒104－0061
　中央区銀座４－９－８ＮＭＦ銀座

四丁目ビル２階
　レッツ中央（中央区勤労者サービ

ス公社）
　☎（３５４６）８６１０

いきいき健康麻雀教室
唖平成30年１月13日～６月23日の毎

週土曜日　計24回
　午後１時～４時
娃いきいき桜川（桜川敬老館）
亜60歳以上の区内在住者（いきいき

館の利用者証が必要）
阿麻雀が初めての方の入門コース
愛16人（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料
姶12月14日（木）までにいきいき桜川

窓口または電話で申し込む。
◎受講決定者は12月17日（日）以降館

内に掲示します。
逢いきいき桜川（桜川敬老館）
　☎（３５５３）００３０

いきいき元気！
出前「はつらつ」体験講座
唖12月21日（木）
　午後２時～３時30分
娃堀留町区民館１・２号室
亜区内在住で、転倒に対する不安の

ある、もしくは膝痛・腰痛予防に
関心のある65歳以上の方（要介護
１～５の方を除く）
阿いつまでも若々しく元気で過ごす

ために、現在実施中のはつらつ健
康教室の一部を体験します（スト
レッチ、バランストレーニング、
レクリエーションなど）。
愛30人（先着順）
挨無料
姶12月２日（土）から20日（水）までに

電話で申し込む（受け付けは月～
土曜日の午前９時～午後６時）。
逢日本橋おとしより相談センター
　☎（３６６５）３５４７

子育て支援講習会
～子どもを事故から守ろう！～

唖平成30年１月31日（水）
　午前10時～正午
娃中央区保健所２階大会議室
亜区内在住の乳幼児の保護者　
阿発達に応じて起こりやすい事故の

特徴や予防対策、事故発生時の応
急手当ての話と、心肺蘇生法の実
習を行います。

［講師］聖路加国際病院小児科医長
　草川　功
愛40組（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料
姶12月４日（月）から15日（金）までに

電話で申し込む（電子申請も可）。
［託児］７カ月以上のお子さんをお預

かりします。希望する方は、参加
申し込みの際に一緒にお申し込み
ください（申し込み多数の場合は
抽選）。

◎７カ月未満のお子さんや抽選に漏
れたお子さんは、保護者と一緒に
ご参加ください。
逢中央区保健所健康推進課予防係
　☎（３５４１）５９３０

映画鑑賞会
唖12月16日（土）
　午後２時～（午後１時30分開場）
娃日本橋図書館６階ホール
［上映作品］「過ぐる日のやまねこ」

（邦画92分）
愛70人（先着順）
挨無料
◎当日、直接会場へお越しください。
◎作品の概要についてはお問い合わ

せください。
逢日本橋図書館
　☎（３６６９）６２０７

クリスマス子ども会
京橋図書館
唖12月19日（火）
　午後２時30分～４時
娃京橋図書館鑑賞室
亜幼児・小学生
阿大型絵本「ぐりとぐらのおきゃく

さま」　他
愛80人（先着順）
日本橋図書館
唖・亜12月20日（水）
・０～２歳
　午前11時～11時30分
・幼児・小学生
　午後３時～４時30分
娃日本橋図書館６階ホール
阿・０～２歳
　絵本「ツリーさん」　他
・幼児・小学生
　人形劇「さるかに合戦」　他
愛各回70人（先着順）
月島図書館
唖・亜12月13日（水）
・０～２歳
　午後２時30分～３時
・幼児・小学生
　午後３時30分～４時
娃月島社会教育会館４階和室

阿・０～２歳
　大型紙芝居「おおきくおおきくお

おきくなあれ」　他
・幼児・小学生
　大型絵本「まどから★おくりもの」他
愛各回80人（先着順）
共　通
挨無料
◎当日、直接会場へお越しください。
逢京橋図書館
　☎（３５４３）９０２５
　日本橋図書館
　☎（３６６９）６２０７
　月島図書館
　☎（３５３２）４３９１

タイムドーム明石
プラネタリウム・クリスマス
コンサート
唖12月23日（祝）
　１回目　午前11時～正午
　２回目　午後１時～２時
◎各回とも子ども向け（おおむね４

歳～小学校３年生程度）の内容で
す。大人の方の申し込みも可能で
す。

娃タイムドーム明石プラネタリウム
ホール

亜区内在住・在勤者
阿プラネタリウムの満天の星の下で、

歌やピアノの生演奏をお楽しみく
ださい。また、一緒にクリスマス
ソングを歌いましょう。クリスマ
スの星空の生解説もあります。

［曲目］あわてんぼうのサンタクロー
ス、ジングルベル、アメージング
グレイス　など

［出演］稲垣絢子（歌）、神崎麻美（ピ
アノ）

愛各回86人（申し込み多数の場合は
抽選）

挨300円（未就学児・区内小中学生は
無料）

姶12月11日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（７面記入例参照）⑥参加
希望者全員の氏名・年齢⑦希望の
回を記入して申し込む（電子申請
も可）。

逢〒104－0044
　中央区明石町12－１
　郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

もっと知りたい！第2日曜日
は天文・宇宙のトビラ
はじめての「流れ星」
唖12月10日（日）
　午後１時～２時（途中入退場不可）
娃タイムドーム明石プラネタリウム

ホール
阿「流れ星」とはどのような天文現象

か、見頃の時期なども交えて紹介
します。

愛86人（先着順）
挨無料
◎当日、直接会場へお越しください。
◎入場整理券を当日正午から６階受

付で配布します。
逢郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７
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「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関、百貨店、ファミリーマート（一部店
舗を除く）、都営地下鉄の駅（東銀座・宝町・築地市場・日本橋・人形町・東日本橋・馬喰横山・浜町・勝どき・月島）、東京メトロの駅（京橋・銀座・東銀座・
新富町・築地・八丁堀・三越前・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、ＪＲの駅（新日本橋・馬喰町）、文化堂でも配布しています。

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
「
健
康
を
決
め
る

力
」を
身
に
付
け
よ
う
！

▲ �社会福祉協議会
　イメージキャラクター
　「ニジノコ」

酉の市（11月6日に松島神社で撮影）
　11月６日､18日､30日に人形町の松島神社と築地の波除
稲荷神社で酉の市が開かれました。11月の酉の日に開か
れるこの市は、商売繁盛や家内安全を祈願して、縁起物
の熊手を求める参拝客でにぎわいます。境内には、熊手
を購入した際の威勢のいい手締めが響き渡っていました。

　
区
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
一
年
を
通
し
て
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
資
源
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て

冬
場
の
暖
房
中
の
室
温
を
19
℃
に

徹
底
し
、「
室
温
に
適
し
た
服
装

で
の
執
務
」を
実
施
し
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
共

同
募
金
の
一
環
と
し
て
区
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
町
会
・
自
治
会
、

各
種
団
体
や
企
業
な
ど
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
募
金
は
、
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
や
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
区
内

の
地
域
福
祉
活
動
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に「
寝
た
き
り
高
齢

者
の
介
護
者
」や「
在
宅
心
身
障
害

児
の
保
護
者
」、「
交
通
遺
児
」に

日　
時

　
12
月
17
日（
日
）

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

会　
場

　
区
役
所
８
階
大
会
議
室

内　
容

　
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

第
１
部　
基
調
講
演

・「
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
と
介

護
保
険
制
度
―
２
０
１
８
年
改

正
に
向
け
た
介
護
保
険
制
度
の

課
題
―
」

　
講
師　
明
治
学
院
大
学
教
授　

�

中
央
区
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

◎
会
社
内
や
店
頭
に
期
間
限
定
で

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
や
店
舗
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
社
会
貢
献
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

交
通
遺
児
の
方
へ
見
舞
金
を
贈

呈対　
象

　
区
内
在
住
で
、
両
親
も
し
く
は

父
母
の
ど
ち
ら
か
を
交
通
事
故
で

亡
く
さ
れ
た
平
成
11
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
18
歳
以
下
の
方

平成29年度

歳末たすけあい
� 運動にご協力を

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施

見
舞
金
と
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

　
募
金
は
、
次
の
窓
口
で
受
け
付

け
る
他
、
郵
便
局
で
使
え
る
払
込

票（
手
数
料
無
料
）も
用
意
し
て
い

ま
す
。

募
金
受
付
窓
口

・
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
管
理
部

・
区
役
所
４
階
生
活
支
援
課

・
日
本
橋
・
月
島
特
別
出
張
所

主　
催

　
東
京
都
共
同
募
金
会（
中
央
地

区
協
力
会
）

実　
施

　
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会

協　
力

　
中
央
区

協　
賛

　
各
町
会
・
自
治
会
、
女
性
団
体
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

和
気
康
太

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い

て
第
２
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

　
「
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
る
高

齢
者
の
社
会
参
加
と
介
護
予
防

　

―
高
齢
者
の
交
流
サ
ロ
ン『
通

い
の
場
』の
取
組
か
ら
―
」

定　
員

　
１
０
０
人（
先
着
順
）

費　
用

　
無
料

◎
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

逢
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
３
５
３

申
し
込
み
方
法

　
12
月
15
日（
必
着
）ま
で
に
所
定

の
申
請
書
に
交
通
事
故
証
明
書
の

写
し
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
お

子
さ
ん
の
関
係
が
明
記
さ
れ
て
い

る
公
的
な
書
類（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

を
同
封
の
上
、
郵
送
で
申
し
込
む
。

◎�

申
請
書
は
中
央
区
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

逢
〒
１
０
４

－
０
０
３
２

　
中
央
区
八
丁
堀
4

－

1

－

5

　
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会
管
理

部�

☎（
３
２
０
６
）０
５
０
６

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
12
月
１
日（
金
）～
平
成
30
年
３

月
31
日（
土
）

逢
環
境
推
進
課
温
暖
化
対
策
推
進

係�

☎（
３
５
４
６
）５
６
２
８

　
皆
さ
ん
は
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
健
康

に
関
す
る
自
分
に
合
っ
た
情
報
を

入
手
お
よ
び
理
解
し
、
自
ら
の
意

思
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る

能
力
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る「
健

康
を
決
め
る
力
」の
こ
と
で
す
。

こ
の
力
を
身
に
付
け
、
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
ら
し
く
生
き
生

き
と
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
聖
路
加
国
際
大
学
大

学
院
の
学
生
と
し
て
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
に
関
す
る
研
究
を
す
る
傍

ら
、「
女
性
の
健
康
と
活
躍
応
援

団　
ウ
ー
マ
ル
ス
パ
ワ
ー
」代
表

と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
北
奈

央
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
北
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
外
資

系
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
就
職

し
、
主
に
心
臓
領
域
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

医
療
者
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り
、

慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
る
時
ご
友
人
を
が

ん
で
亡
く
し
、
と
て
も
辛
い
経
験

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
友
人
か

ら
生
前
、「
手
術
を
す
る
か
し
な

い
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
に
手

術
を
し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
が
、

そ
の
選
択
を
今
は
と
て
も
後
悔
し

て
い
る
」と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
今
で
も

心
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
、

医
療
を
受
け
る
側
の
立
場
に
立
っ

て
、
誰
も
が
後
悔
せ
ず
に
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
支
援
を
し
た

い
と
思
い
、
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ

を
決
意
し
た
北
さ
ん
。
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
や
女
性
の
健
康
に
つ
い

て
本
格
的
に
学
び
た
い
と
思
い
、

今
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、

大
学
院
に
入
学
す
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の
活
動
で
出
会
っ

た
二
人
の
仲
間
と「
ウ
ー
マ
ル
ス

パ
ワ
ー
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

知
人
を
通
じ
て
知
っ
た
協
働
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
中
央
で
約
１
年
前
か
ら

登
録
団
体
と
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
団
体
の
名
称
は
、
ウ
ー

マ
ン
、
ヘ
ル
ス
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
を
掛
け
合
わ
せ
、
女
性
の
健

康
と
活
躍
を
願
っ
て
命
名
し
た
そ

う
で
す
。

　
活
動
は
主
に
、
区
民
館
や
区
内

の
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋
な
ど
気
軽
に

集
え
る
場
所
で
行
い
、
健
康
診
断

の
結
果
の
読
み
方
や
発
酵
食
品
に

関
す
る
こ
と
な
ど
健
康
に
関
す
る

幅
広
い
テ
ー
マ
の
講
演
を
企
画
・

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、

日
本
橋
大
伝
馬
町
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る「
日
本
橋
く
さ
れ
市
」に

健
康
ブ
ー
ス
を
出
店
し
健
康
相
談

に
乗
る
な
ど
、
活
動
の
幅
を
徐
々

に
広
げ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
北
さ

ん
で
す
が
、「
講
演
会
や
勉
強
会

を
開
催
す
る
と
、
健
康
へ
の
意
識

が
高
い
方
し
か
参
加
し
ま
せ
ん
。

本
当
は
健
康
に
関
心
の
低
い
方
に

こ
そ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
…
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
呼
び
掛
け
を
し
て
も

テ
ー
マ
が
シ
リ
ア
ス
な
も
の
ほ
ど

人
が
集
ま
り
に
く
い
状
況
で
す
」

と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り

思
案
げ
な
面
持
ち
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
健
康
に
関
す
る
情
報
を
ど
の
よ

う
に
届
け
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
だ
そ
う
で
す
が
、
参
加
し
た
方

か
ら
、「
専
門
家
と
直
接
話
せ
て

不
安
が
な
く
な
っ
た
」「
普
段
勉

強
す
る
場
が
な
い
の
で
、
勉
強
で

き
て
よ
か
っ
た
」な
ど
と
声
を
掛

け
て
も
ら
え
る
こ
と
が
活
動
の
励

み
に
な
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
「
健
康
・
医
療
の
専
門
家
と
地

域
の
方
々
が
混
ざ
り
合
っ
て
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
、
環
境

や
社
会
が
健
康
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
」と
話

す
北
さ
ん
。
そ
う
し
た
考
え
か
ら
、

地
域
で
の
活
動
が
大
切
と
思
い
、

今
後
は
活
動
拠
点
を
設
け
て
、
健

康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

話
し
合
え
る
場
の
提
供
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。「
元
気
に
生
活

し
て
い
る
う
ち
は
、
健
康
の
こ
と

は
ど
う
し
て
も
二
の
次
に
な
り
が

ち
で
す
。
健
康
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
、
後
悔
し
な
い

判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
少

し
で
も
高
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
熱
心
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

「
健
康
を
決
め
る
力
」を
身
に
付
け

る
第
一
歩
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
ま

ず
は
ご
自
身
の
健
康
に
目
を
向
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▲ある講演会の様子

▲

代
表
の
北
奈
央
子
さ
ん

◀
募
金
箱


